
環境創造センターについて

福島県
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• 平成24年10月 環境創造戦略拠点基本理念策定
環境創造センター基本構想策定

• 平成26年 3月 三春町施設本館及び南相馬市施設着工
• 平成26年10月 〃 研究棟及び交流棟着工
• 平成27年 2月 環境創造センター中長期取組方針策定
• 平成27年 4月 日本原子力研究開発機構（JAEA）・国立環境研究所（NIES）との連携協

力に関する基本協定締結
• 平成27年10月 環境創造センター本館及び環境放射線センター業務開始
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● 環境創造センター

環境創造センターは、環境の回復・創造に取り組むための調査研究及び情報発信、教育等を行う
総合的な拠点として、福島県が設置するもの。
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環境創造センター本館（三春町）及び出張所としての環境放射線センター（南相馬市）において
平成27年10月1日より業務を開始しました。

組織体制

環境創造センター本館（三春町） 環境放射線センター（南相馬市）

環境創造センター
（三春町）

環境放射線センター
（南相馬市）

調査・分析部

研究部

総務企画部 総務課

企画課

放射能調査課

環 境 調 査 課

総 務 課

分析・監視課

福島支所



・ 日本原子力研究開発機構（ＪＡＥＡ）及び
国立環境研究所（ＮＩＥＳ）が入居

・ ＪＡＥＡは、主に放射性物質による環境の汚染を除去し、
環境を回復させるための調査研究を実施

・ ＮＩＥＳは、主に放射性物質の動態解明や災害廃棄物に
ついての調査研究を実施

研究棟

・モニタリング、調査研究、情報収集・発信、教育・研修・交流の
４つの機能を持つ
・国際原子力機関(IAEA)の緊急時対応能力研修センターが同居
・子供たちはもとより国内外からの見学者を迎えられる
県民に開かれた施設

・ 福島県が入居
・ １階は環境放射能のモニタリングや調査研究を行うエリア
・ ２階は大気、水、廃棄物のモニタリングや調査研究
を行うエリア

・ ふくしまの子供たちが安心して輝く未来を創造するための
「対話と共創の場」

・ ふくしまの環境を知り、創り、発信する展示エリア、国際会
議・学会・シンポジウム等を開催する会議室エリア及び
管理エリアより構成

・ シアターでの映像や企画展示は、国立科学博物館と
連携・協力

本館

交流棟

4

200名規模の学会・講演会・
シンポジウムなどが開催可能
です。

大玉村

猪苗代町

附属施設



• 原子力発電所周辺のモニタリングや空間放射線の常
時監視の機能を担う施設

• 隣接する(仮称）浜地域農業再生研究センターと連携
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福島県南相馬原子力災害対策センター（仮称）浜地域農業再生研究センター

連携

・ 本館の北側に校正施設を配置。校正装置の設置される部
屋は厚いコンクリート壁で防護
・ ＪＡＥＡの放射線計測部門が入居

校正棟

本館

・ 放射線計測機器が正確に放射線量を測定するために必要
な、“校正”を行う施設です。
・ 空間線量率計を対象とするリニア型校正装置及び個人線
量計等を対象とする２パイ型校正装置を整備予定


